






























































































































鮒が跳ねる」（読売新聞、以下同新聞、大正 12 年 8 月）といったような記事がい
くつかみえる。戦時下には、積極的に魚を飼育したこともある。「外濠に鯉を 5
万尾」（昭和 16 年 5 月）と稚魚を放流したのは九段 4丁目会である。食糧増産の
ためであるが、水が十分肥えており餌は要らなかったらしい。1年たち「獲物は




濠に墜落」（昭和 12 年 12 月）。神田の洋服店の宣伝飛行中だった機が、市ヶ谷見
附上空にさしかかった際、エンジンストップを起こして濠に墜落。真二つになる




































































































































































（2016 年 3 月現在、校地面積は法政大学調べ）
（注 4）「水系エコミュージアムとしての法政大学の立地」シンポジウム（2016 年













（注 5）この項の新聞社会面記事については、前述『外濠』第 2 章に掲載の「新
聞の社会面記事からみた市民の外濠」（石神隆担当部分）から抜粋した。
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（注 6）『星の王子さま』の中の言葉については、『プチ・プランス（新訳・星の
王子さま）』（川上勉ほか訳、2005 年、グラフ社）のものを使った。同訳書
での「なじみになる」の原本仏語は、“apprivoise”( 英語版では“tame”)
である。
この「なじみ」という言葉を場所との関係でとらえれば、「現象学的地理
学者」の代表でもあるエドワード・レルフの「私たちの場所の経験には、
社会の一員としても個人としても、この特別な場所に対する緊密な愛着、
つまりここを知ることとここで知られることの一部である親近感を伴うこ
とが多い。私たちの『根もと』を構成するのはこの愛着である。そしてそ
れに伴う親近感は、詳しい知識をもっていることではなく、その場所に対
する深い配慮とかかわりの感覚である」という、場所への愛着や親近感に
近いものといえよう。（引用部分；エドワード・レルフ著『場所の現象学
　－没場所性を越えて－』高野岳彦ほか訳、1991 年、筑摩書房）。その関
係はまた、もう一人の「現象学的地理学者」の代表であるイーフー・トゥ
アンの使うキーワード「トポフィリア（場所愛）」に近いものであろう。
それは、「人々と、場所あるいは環境との間の、情緒的な結びつきのこと
である。概念としては曖昧であるが、個人的な経験としては、生き生きと
した、具体的なものである」。（イーフー・トゥアン著『トポフィリア』小
野有五ほか訳、1992 年、せりか書房）。なお、トゥアンによれば、「場所へ
の愛着ができるためには時間が必要であるが、しかし、たんなる持続より
も、経験の特質と強さの方が重要である」と、場所との関係における経験
の質に注目点が置かれている。（同『空間の経験』山本浩訳、1988 年、筑
摩書房）
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